
主な記事
・２３年産米生産費高騰 ２面
・２４年産米需要上回る見通し ２面
・耕地面積減少に歯止めかからず ３面
・猛暑に対応急務の日本農業 ４－５面

農
林
水
産
省
は
11
月
6
日
、
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
企
画
部
会
に
お

い
て
、
農
業
者
と
農
地
の
将
来
見
通
し
を
示
し
た
。
農
業
経
営
体
は
2
0
2
0
年

の
1
0
8
万
か
ら
30
年
に
54
万
へ
と
半
減
し
、
耕
地
面
積
は
規
模
拡
大
が
な
け
れ

ば
20
年
に
比
べ
て
92
万
㌶
の
農
地
が
耕
作
さ
れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
試
算
し

た
。
同
省
は
、
規
模
拡
大
す
る
経
営
体
へ
農
地
バ
ン
ク
を
通
じ
て
農
地
の
集
約
化

を
推
し
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

農
業
者
と
農
地
の
将
来
見
通
し

2
0
3
0
年
に
20
年
比
で
経
営
体

数
半
減
・
耕
地
面
積
は
92
万
㌶
減

試
算
は
、
農
業
者
を
個

人
経
営
体
と
法
人
経
営
体

お
よ
び
土
地
利
用
型
作
物

（
米
、
麦
、
大
豆
な
ど
）、

露
地
野
菜
、
施
設
野
菜
、

果
樹
の
4
品
目
に
分
け
、

近
年
の
増
減
ペ
ー
ス
や
年

齢
構
成
を
基
に
行
っ
た
。

◇
2
0
3
0
年
の
経
営
体

数
は
54
万
・
個
人
経
営
体

が
大
幅
減

30
年
の
経
営
体
数
は
20

年
の
1
0
8
万
か
ら
半
減

し
54
万
。
法
人
経
営
体
数

は
1
万
（
25
％
）
増
え
て

5
万
と
な
る
が
、
個
人
経

営
体
は
、
主
業
経
営
体
が

23
万
か
ら
11
万
（
52
・
2

％
減
）、
準
主
業
・
副
業

的
経
営
体
が
81
万
か
ら
38

万
（
53
・
1
％
減
）
で
、

あ
わ
せ
て
55
万
（
53
％
）

減
少
し
49
万
と
な
る
。

◇
耕
地
面
積
は
92
万
㌶
減

少
／
4
品
目
す
べ
て
減

▽
土
地
利
用
型
作
物（
米
・

麦
・
大
豆
な
ど
）

耕
作
面
積
を
品
目
別
に

み
る
と
、
最
も
減
少
面
積

が
多
い
の
は
土
地
利
用
型

作
物
で
74
万
㌶
。
20
年
の

約
3
分
の
1
に
相
当
す
る

面
積
が
耕
作
さ
れ
な
く
な

る
お
そ
れ
が
あ
る
。

米
・
麦
・
大
豆
な
ど
は
、

1
経
営
体
当
た
り
の
経
営

規
模
が
、
20
年
に
は
10
年

比
で
1
・
5
倍
に
拡
大
し

た
が
、
面
積
当
た
り
の
収

益
性
が
低
く
、
所
得
確
保

に
は
一
定
以
上
の
経
営
規

模
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
新
規
参
入
は
進
み
に

く
い
と
さ
れ
て
い
る
。

▽
野
菜
は
露
地
・
施
設
と

も
減
少
も
生
産
減
少
幅
は

小
さ
い
見
込
み

野
菜
の
減
少
面
積
は
、

露
地
が
8
万
㌶
、
施
設
が

0
・
9
万
㌶
。
た
だ
、
同

省
は
経
営
体
の
全
体
数
は

減
る
が
、
法
人
が
1
0
0

0
経
営
体
増
え
る
と
試
算

し
て
お
り
、
ま
た
、
年
に

複
数
回
生
産
で
き
る
こ
と

か
ら
、
生
産
減
少
の
影
響

は
比
較
的
少
な
く
、
新
規

参
入
も
し
や
す
い
と
み
て

い
る
。
た
だ
、
機
械
化
が

進
ん
で
い
な
た
め
、
規
模

拡
大
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
。

▽
果
樹
は
面
積
半
減

果
樹
は
20
万
㌶
か
ら
約

半
分
に
当
た
る
9
万
㌶
減

少
し
11
万
㌶
と
な
る
。
中

山
間
地
域
で
の
栽
培
が
多

く
、
ま
た
、
収
穫
な
ど
労

働
ピ
ー
ク
が
集
中
す
る
こ

と
か
ら
労
働
力
の
確
保
が

課
題
と
な
る
。

同
省
は
、
米
や
果
樹
な

ど
土
地
利
用
型
作
物
は
中

小
・
零
細
農
家
の
生
産
に

占
め
る
割
合
が
高
く
、
担

い
手
へ
の
農
地
集
約
が
遅

れ
て
お
り
、
今
後
、
農
業

者
の
高
齢
化
に
伴
い
耕
作

さ
れ
な
く
な
る
農
地
が
多

く
発
生
す
る
恐
れ
が
高
い

と
し
、
土
地
利
用
型
作
物

で
は
農
地
の
集
約
化
な

ど
、
露
地
・
施
設
野
菜
や

果
樹
で
は
作
業
の
機
械
化

な
ど
を
課
題
に
挙
げ
た
。

今
回
は
米
、
野
菜
、
果

樹
に
つ
い
て
の
課
題
と
今

後
の
施
策
の
方
向
性
を
示

し
た
が
、
今
後
は
主
要
な

品
目
の
生
産
量
、
作
付
面

積
、
生
産
性
向
上
対
策
な

ど
を
検
討
し
、
次
期
基
本

計
画
で
は
生
産
目
標
に
加

え
、
担
い
手
へ
の
農
地
の

集
積
・
集
約
化
に
関
す
る

目
標
設
定
、
農
業
経
営
体

数
、
農
業
経
営
体
の
規
模

な
ど
、
将
来
の
農
業
構
造

の
見
通
し
も
検
討
す
る
と

し
て
い
る
。

農
水
省
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▽
個
別
経
営
体
の
米
生
産

費
23
年
産
米
の
全
算
入
生

産
費
は
10
㌃
当
た
り
前
年

比
3
％
増
の
13
万
2
8
6

3
円
。
60
㌔
当
た
り
の
全

算
入
生
産
費
は
1
万
5
9

4
8
円
で
前
年
比
4
・
4

％
上
昇
し
た
。

10
㌃
当
た
り
生
産
費
の

内
訳
を
み
る
と
、
生
産
費

の
7
割
を
占
め
る
物
財
費

が
4
・
0
％
上
昇
し
た
。

こ
の
う
ち
肥
料
費
は
9
8

1
0
円
か
ら
1
万
2
5
6

4
円
で
28
・
1
％
と
高
騰

し
た
。他
、労
働
費
が
2
・

8
％
、
農
業
薬
剤
費
が

4
・
8
％
、
農
機
具
費
が

2
・
2
％
上
昇
し
、
貸
借

料
・
料
金
は
6
・
1
％
減

少
し
た
。

10
㌃
当
た
り
収
量
は
4

9
9
㌔
で
1
・
4
％
減
、

一
経
営
体
当
た
り
の
作
付

面
積
は
0
・
4
％
減
の
1

8
0
・
5
㌃
と
な
っ
た
。

一
方
、
10
㌃
当
た
り
の
労

働
時
間
は
1
・
1
％
増
の

21
・
86
時
間
。
収
量
減
、

労
働
時
間
増
に
な
っ
た
こ

と
が
60
㌔
当
た
り
の
生
産

費
増
に
つ
な
が
っ
た
。

一
方
、
23
年
産
米
の
相

対
取
引
価
格
の
年
産
平
均

価
格
は
60
㌔
1
万
5
3
1

4
円
で
生
産
費
は
こ
れ
を

上
回
っ
て
お
り
、
作
付
け

規
模
が
「
3
・
0
〜
5
・

0
㌶
」
層
は
生
産
費
が
相

対
取
引
価
格
を
下
回
っ
た

が
、
3
・
0
㌶
未
満
層
で

は
生
産
費
が
相
対
取
引
価

格
を
上
回
り
、
赤
字
と
な

っ
た
。

23
年
産
米
の
相
対
取
引

の
年
産
平
均
価
格
は
、
21

年
産
お
よ
び
22
年
産
よ
り

上
昇
し
た
が
、
そ
れ
で
も

全
国
平
均
で
は
生
産
費
の

ほ
う
が
価
格
を
上
回
っ

た
。

▽
組
織
法
人
経
営
体
の
米

生
産
費

一
方
、
組
織
法
人
経
営

体
は
、
10
㌃
当
た
り
の
全

算
入
生
産
費
が
前
年
産
よ

り
2
・
7
％
上
昇
し
9
万

9
4
6
2
円
。
肥
料
費
は

個
別
経
営
体
同
様
、
27
・

7
％
と
大
き
く
上
昇
し
た

が
、
労
働
費
や
農
機
具
費

は
下
が
っ
た
。
そ
の
結

果
、
60
㌔
当
た
り
の
生
産

費
は
前
年
産
よ
り
0
・
8

％
減
の
1
万
1
8
4
1
円

と
な
っ
た
。
10
㌃
当
た
り

の
収
量
は
3
・
3
％
増
で

5
0
3
㌔
、
労
働
時
間
は

2
・
4
％
減
の
12
・
46
時

間
で
、
個
別
経
営
体
よ
り

4
割
強
短
か
っ
た
。

西
友
が
11
月
14
日
か

ら
、
関
東
地
方
の
1
3
8

店
舗
で
台
湾
産
米
の
販
売

を
開
始
し
た
。
販
売
す
る

の
は
台
湾
で
精
米
し
、
日

本
で
袋
詰
め
し
た
「
む
す

び
の
郷
」（
5
㎏
）で
、
税

込
2
7
9
7
円
。
国
産
米

と
同
じ
短
粒
種
の
ジ
ャ
ポ

ニ
カ
米
で
、
炊
飯
方
法
も

同
じ
。
同
等
の
国
産
米
よ

り
2
割
ほ
ど
安
く
、
風
味

や
食
感
も
近
い
そ
う
だ
。

国
産
米
の
価
格
高
騰
を

受
け
て
の
こ
と
だ
が
、
大

手
ス
ー
パ
ー
が
海
外
産
米

を
扱
う
の
は
珍
し
い
。

国
内
で
は
8
月
以
降
、

米
の
需
要
が
急
増
し
、
ス

ー
パ
ー
な
ど
で
一
時
、
品

薄
に
な
っ
た
。
価
格
は
今

で
も
高
く
、
店
頭
価
格
は

5
㎏
米
で
昨
年
よ
り
1
0

0
0
円
以
上
値
上
が
り
し

て
い
る
。

日
本
が
海
外
か
ら
輸
入

し
た
米
を
販
売
す
る
と
聞

く
と
、
1
9
9
3
年
に
起

き
た
平
成
の
米
騒
動
を
思

い
出
す
。
た
だ
、
当
時
輸

入
し
た
米
は
長
粒
の
イ
ン

デ
ィ
カ
米
。
当
時
は
今
の

よ
う
に
長
粒
米
に
馴
染
み

が
な
か
っ
た
た
め
、
正
し

い
食
べ
方
を
知
ら
な
か
っ

た
が
故
に
マ
ズ
い
と
評
判

に
な
っ
た
が
、
今
回
は
需

要
が
あ
り
そ
う
だ
。

日
本
で
は
ジ
ャ
ポ
ニ
カ

米
が
主
流
だ
が
、
世
界
で

栽
培
さ
れ
て
い
る
お
米

は
、
大
き
く
分
け
て
ジ
ャ

ポ
ニ
カ
米
・
イ
ン
デ
ィ
カ

米
・
ジ
ャ
バ
ニ
カ
米
の
3

種
類
あ
る
。

ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
は
日

本
・
朝
鮮
半
島
・
中
国
東

北
部
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一

部
な
ど
で
主
に
作
ら
れ
て

い
て
、
短
く
円
形
に
近
い

形
状
と
、
炊
く
と
粘
り
と

ツ
ヤ
が
出
る
と
い
う
特
徴

が
あ
る
。
日
本
と
同
じ
よ

う
に
「
炊
く
」
と
い
う
調

理
法
で
食
べ
る
地
域
が
多

い
。
栽
培
に
適
し
て
い
る

の
は
北
緯
30
度
以
北
、
南

緯
30
度
以
南
と
い
っ
た
日

照
時
間
が
長
く
、
適
度
な

気
温
の
地
域
だ
。

イ
ン
デ
ィ
カ
米
は
中
国

の
中
南
部
・
タ
イ
・
ベ
ト

ナ
ム
・
イ
ン
ド
・
マ
レ
ー

シ
ア
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ア
メ

リ
カ
南
部
な
ど
広
い
地
域

で
作
ら
れ
て
お
り
、
細
長

い
形
状
と
、
炊
く
と
パ
サ

パ
サ
し
て
ピ
ラ
フ
や
カ
レ

ー
に
合
う
特
徴
が
あ
る
。

最
後
に
ジ
ャ
バ
ニ
カ

米
。
生
産
量
が
少
な
く
、

ジ
ャ
ワ
島
や
ア
ジ
ア
の
熱

帯
地
域
、
中
南
米
な
ど
の

ご
く
一
部
で
作
ら
れ
て
い

る
。
幅
が
広
く
大
粒
な
形

状
と
あ
っ
さ
り
し
て
粘
り

の
あ
る
味
が
特
徴
で
、
昔

は
泡
盛
の
原
料
な
ど
に
使

わ
れ
た
そ
う
だ
。

こ
の
中
で
、
世
界
で
最

も
多
く
作
ら
れ
て
い
る
の

は
イ
ン
デ
ィ
カ
米
。
全
品

種
の
生
産
量
の
8
割
以
上

を
占
め
て
い
る
。
一
方
、

日
本
で
主
流
の
ジ
ャ
ポ
ニ

カ
米
の
生
産
量
は
、
実
は

2
割
程
度
に
過
ぎ
な
い
。

日
本
で
お
米
が
作
ら
れ

始
め
た
の
は
約
3
0
0
0

年
以
上
前
の
縄
文
時
代
。

雨
が
多
い
季
節
と
少
な
い

季
節
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
気
候
が
米
作
り
に
適
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
日
本
も
世
界
も
極
端

な
気
候
変
動
で
従
来
の
気

候
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
高
温
耐
性
品
種
米

の
開
発
が
進
み
、
作
付
面

積
も
増
え
て
い
る
が
、
ま

だ
ま
だ
流
通
量
は
少
な

く
、
価
格
は
台
湾
産
よ
り

は
る
か
に
高
い
。

米
農
家
の
減
少
も
手
伝

い
、
海
外
産
の
ジ
ャ
ポ
ニ

カ
米
が
主
食
に
な
る
日
も

そ
う
遠
く
な
い
だ
ろ
う
。

農
林
水
産
省
が
10
月
30
日
に
公
表
し
た
2
0
2
3
年
産
の
米
生
産
費
調
査
結
果

に
よ
る
と
、
個
別
経
営
体
の
生
産
費
は
、
肥
料
費
の
高
騰
な
ど
で
10
㌃
当
た
り
の

米
生
産
費
が
前
年
よ
り
3
％
上
昇
し
13
万
2
8
6
3
円
と
な
っ
た
。
10
㌃
当
た
り

の
生
産
費
が
13
万
円
台
と
な
っ
た
の
は
2
0
1
5
年
以
来
8
年
ぶ
り
と
な
る
。

23
年
産
米
肥
料
費
28
％
増

▼

生
産
費
８
年
ぶ
り
に
10
㌃
13
万
円
台

▼

作
付
け
規
模
3.0
㌶
未
満
層
は
赤
字
に

海
外
産
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米

農
林
水
産
省
は
10
月
30

日
、
米
の
需
給
見
通
し
を

公
表
し
た
。
2
0
2
4
年

産
主
食
用
米
の
生
産
量
は

前
年
産
6
6
1
万
㌧
か
ら

22
万
ト
ン
増
の
6
8
3
万

㌧
と
な
り
、
来
年
6
月
ま

で
の
1
年
間
の
需
要
量
の

6
7
4
万
㌧
を
上
回
る
こ

と
と
な
っ
た
。
民
間
在
庫

量
も
今
年
6
月
の
1
5
3

万
㌧
か
ら
1
6
2
万
㌧
に

回
復
す
る
見
込
み
。

同
省
は
今
後
の
米
の
動

向
に
つ
い
て
、
直
近
は
米

の
価
格
が
麺
類
や
パ
ン
と

比
べ
て
値
上
げ
幅
が
小
さ

か
っ
た
こ
と
や
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
急
増
で
一
時
的

に
需
要
が
伸
び
品
薄
状
態

に
な
っ
た
が
、
長
期
的
な

減
少
傾
向
は
変
わ
ら
な
い

と
し
た
。

25
年
の
生
産
量
は
24
年

産
と
同
じ
く
6
8
3
万
㌧

と
な
る
見
通
し
。
25
年
7

月
か
ら
1
年
間
の
需
要
量

は
11
万
㌧
減
の
6
6
3
万

㌧
と
予
測
し
た
。

民
間
在
庫
量
は
今
年
6

月
末
に
1
5
3
万
㌧
で
過

去
最
低
と
な
っ
た
が
、
25

年
6
月
末
に
は
1
6
2
万

㌧
に
戻
り
、
26
年
6
月
末

に
は
さ
ら
に
20
万
㌧
増
え

る
と
推
計
し
て
い
る
。

◆
主
食
米
の
作
付
面
積
は

1
2
6
万
㌶
／
収
穫
量
は

前
年
産
比
22
万
㌧
増
の
見

込
み
◆

農
林
水
産
省
は
10
月
11

日
、
24
年
産
水
稲
の
作
付

面
積
及
び
9
月
25
日
現
在

の
予
想
収
穫
量
を
取
り
ま

と
め
て
発
表
し
た
。

24
年
産
水
稲
の
作
付
面

積
は
1
5
1
万
4
0
0
0

㌶
で
、
前
年
産
に
比
べ
1

万
7
0
0
0
㌶
減
少
し
た

が
、
主
食
用
米
の
作
付
面

積
は
1
2
5
万
9
0
0
0

㌶
で
、
前
年
産
に
比
べ
て

1
万
7
0
0
0
㌶
増
加
し

た
。
同
省
は
、
増
加
要
因

と
し
て
北
日
本
・
東
日
本

を
中
心
に
飼
料
用
米
か
ら

主
食
用
米
へ
の
転
換
等
が

あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い

る
。主

食
用
米
の
予
想
収
穫

量
（
主
食
用
作
付
面
積
×

10
㌃
当
た
り
予
想
収
量
）

は
6
8
3
万
3
0
0
0
㌧

で
、
前
年
産
比
で
22
万
3

0
0
0
㌧
の
増
加
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。

◆
24
年
産
米
の
1
等
比
率

77
・
34
％
◆

農
林
水
産
省
は
10
月
29

日
、
2
0
2
4
年
産
米
の

農
産
物
検
査
結
果
（
速
報

値
、
24
年
9
月
30
日

現

在
）
を
取
り
ま
と
め
て
発

表
し
た
。

9
月
30
日
現
在
の
24
年

産
に
お
け
る
水
稲
う
る
ち

玄
米
の
1
等
比
率
は
77
・

3
％
で
、
前
年
同
期
に
比

べ
17
・
7
ポ
イ
ン
ト
増
加

し
た
。
ま
た
、
2
等
比
率

は
18
・
9
％
で
同
12
・
2

ポ
イ
ン
ト
減
、
3
等
比
率

は
3
・
0
％
で
同
5
・
3

ポ
イ
ン
ト
減
、
規
格
外
は

0
・
7
％
で
同
0
・
2
ポ

イ
ン
ト
減
と
な
り
、
前
年

か
ら
品
質
が
大
き
く
改
善

し
た
。

2
等
以
下
に
な
っ
た
主

な
理
由
は
、
形
質
が
56
・

4
（
前
年
同
期
比
5
・
7

ポ
イ
ン
ト
減
）、
整
粒
不

足
が
21
・
7
％
（
同
2
・

7
ポ
イ
ン
ト
増
）、
着
色

粒
が
16
・
1
％
（
同
3
・

7
ポ
イ
ン
ト
増
）。

ま
た
、
9
月
30
日
現
在

の
検
査
数
量
は
、
水
稲
う

る
ち
玄
米
が
1
8
1
万
9

1
0
0
ト
ン
で
、
前
年
同

期
比
で
96
・
1
％
、
過
去

5
年
平
均
同
期
比
で
は
1

0
3
・
8
％
と
な
っ
た
。

2024年産米生産量
需要上回る見通し

農 水 省

２
０
２
４
年
９
月
に
発
生
し
た

農
作
業
死
傷
事
故
は
４４
件
《
農
水
省
》

・
農
業
機
械
作
業
に
係
る
死
傷
事
故
35
件

9
月
は
15
件
の
死
亡
事

故
を
含
む
44
件
の
死
傷
事

故
が
報
告
さ
れ
た
。
死
亡

事
故
の
う
ち
コ
ン
バ
イ
ン

に
よ
る
事
故
が
7
件
と
約

半
数
を
占
め
、
事
故
原
因

は
転
落
・
転
倒
や
降
車
し

て
自
ら
が
轢
か
れ
た
り
、

補
助
者
を
轢
い
た
こ
と
に

よ
る
も
の
だ
っ
た
。

乗
用
型
の
農
業
機
械

は
、
路
肩
や
補
助
者
な
ど

周
囲
の
安
全
を
視
認
し
づ

ら
い
場
合
が
あ
り
、
今
回

の
よ
う
な
重
大
な
事
故
の

要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
。ヒ

ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
の
経

験
を
家
族
や
従
業
員
と
共

有
し
、
路
肩
の
補
修
や
運

転
時
の
合
図
な
ど
、
命
を

守
る
具
体
的
な
行
動
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▽
12
月
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

例
年
、
農
閑
期
の
12
月

は
事
故
が
減
少
す
る
時
期

だ
が
、
農
用
運
搬
車
や
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
は
比
較
的
高

い
頻
度
で
事
故
が
発
生
し

て
い
る
。
農
用
運
搬
車
は

転
落
・
転
倒
防
止
の
た
め

の
走
行
路
の
確
認
、
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
は
保
護
具
の
着

用
を
、
特
に
徹
底
し
ま
し

ょ
う
。
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2
0
2
4
年
7
月
15
日

現
在
の
耕
地
面
積
は
4
2

7
万
2
0
0
0
㌶
で
、
荒

廃
農
地
の
再
生
な
ど
増
加

が
あ
っ
た
も
の
の
、
改
廃

面
積
の
割
合
が
多
く
、
前

年
か
ら
2
万
5
0
0
0
㌶

減
少
し
た
。

1
9
6
1
年
（
昭
和
36

年
）
を
ピ
ー
ク
に
減
少
が

続
い
て
お
り
、
1
9
5
6

年（
昭
和
31
年
）の
田
畑
計

6
0
1
・
2
万
㌶
（
田
3

3
2
・
0
万
㌶
・
畑
2
6

9
・
2
万
㌶
）
か
ら
、
63

年
間
で
田
畑
計
1
7
4
万

㌶（
田
1
0
0
・
1
万
㌶
・

畑
74
万
㌶
）
減
少
し
た
。

前
年
か
ら
の
減
少
幅
を

田
畑
別
に
見
る
と
、
田
の

24
年
面
積
は
2
3
1
万
9

0
0
0
㌶
で
前
年
比
1
万

6
0
0
0
㌶
（
0
・
7

％
）
減
、
畑
の
24
年
面
積

は
1
9
5
万
2
0
0
0
㌶

で
同
1
万
㌶（
0
・
5
％)

減
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

減
少
幅
を
都
道
府
県
別
に

見
る
と
、
田
は
東
北
が
最

も
多
く
同
3
7
0
0
㌶

（
0
・
6
％
）
減
、
次
い

で
関
東
・
東
山
2
0
0
0

㌶
（
0
・
5
％
）
減
、
九

州
1
9
0
0
㌶
（
0
・
6

％
）
減
、
近
畿
1
7
0
0

㌶（
1
・
0
％
）減
な
ど
。

畑
は
九
州
が
最
も
多
く
2

0
0
0
㌶
（
1
・
0
％
）

減
、
以
降
、
北
海
道
1
8

0
0
㌶（
0
・
2
％
）減
、

関
東
・
東
山
1
7
0
0
㌶

（
0
・
6
％
）
減
、
東
海

1
5
0
0
㌶（
1
・
6
％
）

減
と
続
い
た
。

ま
た
、
耕
地
の
主
な
増

減
要
因
別
面
積
推
移
を
み

る
と
、
改
廃
（
田
畑
が
他

の
地
目
に
転
換
し
、
作
物

栽
培
が
困
難
に
な
る
こ

と
）
が
3
万
5
0
0
0
㌶

（
う
ち
荒
廃
農
地
1
万
3

9
2
0
㌶
）
に
対
し
て
、

拡
張
は
9
6
3
0
㌶
に
と

ど
ま
っ
た
。
2
0
1
7
以

降
、
年
3
万
㌶
以
上
の
改

廃
が
続
き
、
農
地
の
減
少

に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い

な
い
。

な
お
、
耕
地
率
（
全
土

地
面
積
に
占
め
る
耕
地
面

積
の
割
合
）は
11
・
5
％
。

こ
の
う
ち
水
田
率
は
54
・

3
％
、
畑
率
は
45
・
7
％

で
、
近
年
は
同
水
準
で
推

移
し
て
い
る
。

◆
23
年
度
の
農
地
集
積
率

は
6
割
◆

耕
作
農
地
の
減
少
が
年

3
万
㌶
規
模
で
推
移
す
る

中
、
2
0
2
3
年
度
の
担

い
手
へ
の
農
地
集
積
率
は

前
年
度
か
ら
0
・
9
％
上

昇
し
60
・
4
％
。
14
年
の

農
地
バ
ン
ク
（
農
地
中
間

管
理
機
構
）
創
設
以
降
、

集
積
率
は
毎
年
伸
び
続
け

て
い
る
が
、
近
年
は
ペ
ー

ス
が
鈍
化
し
て
い
る
。

全
国
平
均
集
積
率
60
・

4
％
も
北
海
道
の
9
割
超

に
因
る
と
こ
ろ
が
大
き

く
、
平
均
値
を
超
え
た
都

道
府
県
は
10
道
県
に
と
ど

ま
り
、
11
都
府
県
は
3
割

未
満
だ
っ
た
。

◆
23
年
作
付
け
延
べ
面
積

面
積
は
過
去
最
少
◆

農
林
水
産
省
調
べ
に
よ

る
と
、
2
0
2
3
年
の
全

国
の
田
畑
計
の
農
作
物
作

付
け
延
べ
面
積
は
3
9
1

万
2
0
0
0
㌶
で
、
前
年

に
比
べ
て
0
・
9
％
減
少

し
、
東
日
本
大
震
災
が
起

き
た
2
0
1
1
年
に
並

び
、
1
9
5
5
年
以
降
で

過
去
最
少
と
な
っ
た
。
作

付
け
延
べ
面
積
の
減
少
は

39
年
連
続
と
な
る
。ま
た
、

田
畑
計
の
耕
地
利
用
率
は

91
・
0
％
で
前
年
比
0
・

3
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、
作

付
け
延
べ
面
積
同
様
、
過

去
最
低
と
な
っ
た
。

田
の
作
付
け
延
べ
面
積

は
2
1
7
万
5
0
0
0
㌶

で
同
1
％
減
少
し
、
田
の

耕
地
利
用
率
は
93
・
1
％

で
同
0
・
1
％
増
加
。
畑

の
作
付
け
延
べ
面
積
は
1

7
3
万
7
0
0
0
㌶
で
、

同
1
％
減
少
し
、
畑
の
耕

地
利
用
率
は
88
・
5
％

で
同
0
・
7
ポ
イ
ン
ト

低
下
し
た
。

作
付
け
延
べ
面
積
を
都

道
府
県
別
に
み
る
と
、
44

都
道
府
県
が
前
年
を
下
回

り
、
前
年
を
上
回
っ
た
の

は
栃
木
県
の
み
、
前
年
横

ば
い
は
富
山
県
と
三
重
県

の
2
県
の
み
だ
っ
た
。

作
目
別
で
は
、水
稲（
子

実
用
）
が
1
3
4
万
4
0

0
0
㌶
（
占
有
率
34
％
・

前
年
比
1
万
1
0
0
0
㌶

減
）
で
最
も
多
か
っ
た
。

次
い
で
、麦
類（
子
実
用
）

29
万
5
7
0
0
㌶
（
同

7
・
6
％
・
同
5
1
0
0

㌶
増
）、
大
豆
（
乾
燥
子

実
）
15
万
4
7
0
0
㌶

（
同
4
％
・
同
3
1
0
0

㌶
増
）、
そ
ば
（
乾
燥
子

実
）6
万
7
1
0
0
㌶（
同

1
・
7
％
・
同
1
5
0
0

㌶
増
）、
な
た
ね
（
子
実

用
）1
7
4
0
㌶（
同
0
・

04
％
・
増
減
0
）、
そ
の

他
作
物
（
野
菜
、
飼
料
作

物
等
）
2
0
4
万
8
0
0

0
㌶
（
同
52
％
・
同
3
万

5
0
0
0
㌶
減
）だ
っ
た
。

米
が
前
年
か
ら
減
っ
た
一

方
、
麦
と
大
豆
は
増
え
て

お
り
、
作
付
け
転
換
が
進

ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
る
。

ま
た
、
耕
地
利
用
率
は

佐
賀
県
の
1
3
3
・
4
％

を
筆
頭
に
、
福
岡
県
、
滋

賀
県
、
福
井
県
、
宮
崎
県

の
5
県
が
1
0
0
％
を
超

え
た
一
方
で
、
鳥
取
県
、

島
根
県
、
岡
山
県
、
広
島

県
、
山
口
県
の
5
県
が
利

用
率
ワ
ー
ス
ト
5
県
と
な

っ
た
。

同
省
は
、
30
年
度
に
作

付
け
延
べ
面
積
を
4
3
1

万
㌶
、
耕
地
利
用
率
を
1

0
4
％
に
す
る
目
標
を
掲

げ
て
い
る
が
、
23
年
時
点

で
面
積
は
40
万
㌶
、
利
用

率
は
13
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ

て
お
り
、
目
標
と
大
き
な

開
き
が
あ
る
。

農
水
省
作
物
統
計
調
査

農
林
水
産
省
が
7
月
15
日
現
在
の
2
0
2
4
年
耕
地
面
積
に
つ
い
て
公
表
し

た
。
耕
地
面
積
は
4
2
7
万
2
0
0
0
㌶
で
、
荒
廃
農
地
か
ら
の
再
生
等
に
よ
る

増
加
が
あ
っ
た
も
の
の
、
耕
地
の
荒
廃
、
転
用
等
に
よ
る
減
少
が
多
く
、
前
年
に

比
べ
て
2
万
5
0
0
0
㌶
（
0
・
6
％
）
減
少
し
た
。
17
年
以
降
、
改
廃
が
年
3

万
㌶
以
上
で
推
移
し
て
お
り
、
農
地
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。 ２４

年
耕
地
面
積
前
年
か
ら
２
・
５
万
ヘ
ク
タ

ー
ル
減
少

農
地
減
少
に
歯
止
め
か
か
ら
ず

第 7 4 0 号（第三種郵便物認可）全 農 機 商 報令和 6年 1 1 月 1 5 日（金曜日）（３）



2
0
2
4
年
の
日
本
の

平
均
気
温
は
1
9
8
9
年

の
統
計
開
始
以
来
、
昨
年

に
並
び
過
去
最
高
と
な

り
、
7
月
も
最
高
気
温
の

記
録
を
更
新
し
た
。
こ
う

し
た
状
況
か
ら
、
農
業
現

場
で
は
変
化
が
起
き
て
い

る
。水
稲
で
は
、高
温
に
強

い
イ
ネ
の
品
種
を
開
発
・

栽
培
。
リ
ン
ゴ
の
最
大
産

地
で
あ
る
青
森
で
は
、
リ

ン
ゴ
か
ら
桃
の
栽
培
に
転

換
す
る
農
家
が
増
え
て
い

る
。
地
球
沸
騰
化
時
代
に

突
入
し
、
今
後
も
猛
暑
を

超
え
て
酷
暑
が
見
込
ま
れ

る
中
、
日
本
農
業
は
転
換

期
を
迎
え
て
い
る
。

温
暖
化
対
策
を
し
な
い

ま
ま
21
世
紀
末
を
迎
え
る

と
、
世
界
の
平
均
気
温
は

3
〜
4
度
上
昇
し
、
そ
の

結
果
、
次
の
よ
う
な
こ
と

が
起
き
る
可
能
性
が
予
想

さ
れ
て
い
る
。

・
全
国
で
大
豆
の
収
量
が

6
〜
10
％
減
収

・
北
海
道
が
リ
ン
ゴ
栽
培

の
適
地
に
な
る

・
東
北
地
方
南
の
沿
岸
部

が
ミ
カ
ン
の
適
地
に
な
る

・
全
国
の
1
割
以
上
の
鶏

肉
農
家
で
生
産
量
が
15
％

以
上
低
下
す
る

◇
「
気
候
変
動
適
応
計

画
」
が
予
測
す
る
将
来
の

農
業気

候
変
動
に
関
す
る
政

府
間
パ
ネ
ル（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）

が
2
0
2
3
年
3
月
に
ま

と
め
た
第
6
次
評
価
報
告

書
に
は
、
世
界
の
農
業
の

将
来
に
向
か
っ
て
の
問
題

点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

農
業
生
産
は
全
体
的
に

向
上
し
て
き
た
が
、
過
去

50
年
間
に
つ
い
て
は
、
気

候
変
動
に
よ
っ
て
そ
の
伸

び
率
は
世
界
全
体
で
鈍
化

し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
以

前
の
報
告
書
に
比
べ
て
、

人
間
が
引
き
起
こ
し
た
気

候
変
更
が
自
然
生
態
系
、

食
料
、
水
資
源
、
健
康
に

与
え
る
影
響
が
よ
り
一
層

明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
背
景

に
、
2
0
2
1
年
ま
で
に

少
な
く
と
も
1
7
0
カ
国

が
気
候
変
動
へ
の
適
応
計

画
を
策
定
し
て
い
る
。

日
本
も
農
林
水
産
省
が

2
0
2
3
年
に
「
気
候
変

動
適
応
計
画
」
を
策
定
し

て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る

と
、今
後
、水
稲
や
果
樹
、

畜
産
分
野
な
ど
で
現
在
以

上
に
大
き
な
影
響
が
出
る

と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

▽
水
稲
の
将
来
予
測

水
稲
は
、
気
候
的
な
デ

ー
タ
の
み
か
ら
の
予
測
で

は
、
米
の
収
量
は
2
0
6

1
〜
80
年
頃
ま
で
は
増
加

傾
向
に
あ
る
が
、
21
世
紀

末
に
は
減
少
に
転
じ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
元
来
、
イ

ネ
は
熱
帯
の
作
物
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
従
来
、
世
界

的
に
は
日
本
が
栽
培
北
限

の
地
と
さ
れ
て
き
た
。
そ

の
た
め
、
気
候
的
に
は
高

温
化
が
進
ん
で
収
量
は
増

加
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。
但
し
、
日
本
に
お
い

て
は
急
速
に
農
業
従
事
者

数
が
減
少
す
る
な
ど
の
要

素
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い

点
は
注
意
す
る
必
要
が
あ

る
。気

候
的
な
デ
ー
タ
に
よ

る
予
測
と
異
な
り
、
現

在
、
日
本
で
栽
培
さ
れ
て

い
る
米
は
、
日
本
の
気
候

に
合
う
よ
う
に
品
種
改
良

さ
れ
て
い
る
た
め
、
昨
年

は
高
温
障
害
に
よ
る
白
未

熟
粒
が
増
加
し
た
。
今
の

品
種
の
ま
ま
で
は
、
40
年

代
に
は
白
未
熟
粒
が
さ
ら

に
増
加
し
、
農
家
の
経
済

的
損
失
が
拡
大
す
る
と
さ

れ
て
い
る
。

▽
果
樹
の
将
来
予
測

果
樹
へ
の
影
響
に
つ
い

て
は
、
高
温
化
に
伴
い
、

栽
培
地
域
が
北
上
す
る
。

リ
ン
ゴ
の
栽
培
北
限
は
札

幌
辺
り
ま
で
だ
が
、
60
年

に
は
北
海
道
全
域
で
栽
培

が
可
能
に
な
り
、
逆
に
、

現
在
は
産
地
で
あ
る
東
北

地
方
や
長
野
県
の
平
野
部

が
適
地
よ
り
も
高
温
に
な

り
、
栽
培
範
囲
が
狭
ま

る
。果

樹
は
木
を
育
て
実
が

な
る
ま
で
数
年
か
か
る
た

め
、
別
な
作
物
へ
の
切
り

替
え
は
難
し
く
、
温
暖
化

へ
の
対
応
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
。

▽
畜
産
の
将
来
予
測

畜
産
は
高
温
が
続
く
夏

の
時
期
に
家
畜
の
食
欲
が

減
り
、
乳
用
牛
の
乳
量
や

品
質
が
さ
ら
に
低
下
す

る
。ま
た
、肉
用
牛
や
豚
、

肉
用
鶏
の
生
育
や
肉
質
が

悪
く
な
る
。
こ
の
傾
向
は

す
で
に
昨
夏
か
ら
出
始
め

て
い
る
。

▽
野
菜
の
将
来
予
測

葉
物
野
菜
や
根
菜
類
は

栽
培
時
期
を
ず
ら
す
こ
と

で
栽
培
の
継
続
が
可
能
な

場
合
も
多
い
こ
と
か
ら
、

比
較
的
影
響
は
小
さ
い
と

予
測
さ
れ
て
い
る
。

◇
各
地
で
進
む
高
温
へ
の

対
応

▽
高
温
に
強
い
米
へ
の
転

換
が
増
加

予
想
を
上
回
る
ス
ピ
ー

ド
で
温
暖
化
が
進
み
、
米

の
品
質
低
下
を
危
惧
す
る

声
が
高
ま
っ
て
い
る
。
米

の
最
大
産
地
で
あ
る
新
潟

県
で
は
昨
年
、
主
力
品
種

の
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
一

等
米
比
率
が
例
年
の
8
割

近
く
か
ら
5
％
に
ま
で
減

少
し
た
。
こ
う
し
た
状
況

を
受
け
、
今
年
は
水
の
管

理
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
徹

底
す
る
な
ど
し
た
成
果
が

実
を
結
び
、
昨
年
に
続
き

平
均
気
温
が
過
去
最
高
と

な
っ
た
中
で
も
、
9
月
30

日
現
在
の
24
年
産
水
稲
う

る
ち
玄
米
の
1
等
比
率
は

77
・
3
％
と
な
り
、
前
年

同
期
に
比
べ
17
・
7
ポ
イ

ン
ト
増
加
し
た
。

た
だ
、
今
後
も
猛
暑
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

猛
暑
に
耐
え
、
品
質
・
収

量
と
も
に
安
定
し
た
高
温

耐
性
品
種
米
の
開
発
が
進

ん
で
い
る
。
主
食
用
米
作

付
面
積
に
占
め
る
高
温
耐

性
品
種
米
の
割
合
は
2
0

1
9
年
の
9
・
9
％
か
ら

2
0
2
3
年
は
14
・
7
％

に
増
加
し
た
。

昨
年
の
高
温
耐
性
品
種

米
と
主
な
ブ
ラ
ン
ド
米
の

一
等
米
比
率
を
比
べ
る

と
、
高
温
耐
性
品
種
米
が

従
来
の
ブ
ラ
ン
ド
米
を
大

き
く
引
き
離
し
、
高
い
数

字
を
残
し
て
い
る
。
1
9

8
0
年
に
東
北
地
方
を
襲

っ
た
大
冷
害
以
降
、「
冷

害
に
強
い
米
」
が
主
流
だ

っ
た
が
、
近
年
は
「
暑
さ

に
強
い
米
」
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。

▽
青
森
県
で
「
桃
」
へ
の

転
作
が
増
加

青
森
県
は
全
国
の
リ
ン

ゴ
生
産
量
の
約
6
割
を
占

め
る
が
、
近
年
、
早
生
種

の
リ
ン
ゴ
「
つ
が
る
」
か

ら
桃
の
栽
培
に
切
り
替
え

る
農
家
が
増
え
て
い
る
。

9
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か

け
て
収
穫
す
る
「
つ
が

る
」
が
夏
の
酷
暑
の
影
響

で
色
づ
き
が
悪
か
っ
た

り
、
途
中
で
落
果
す
る
な

ど
の
被
害
が
増
加
し
た
こ

と
が
背
景
に
あ
る
。

県
全
体
の
リ
ン
ゴ
生
産

量
の
約
7
割
を
占
め

る
中
南
地
域
で
は
、

台
風
の
リ
ス
ク
に
温

暖
化
が
加
わ
り
、
農

家
の
意
識
が
変
化
。

価
格
が
低
迷
す
る

「
つ
が
る
」
に
代
わ

り
、
同
時
期
に
収
穫

で
き
ニ
ー
ズ
も
高
い

「
あ
か
つ
き
」や「
川

中
島
白
桃
」
な
ど
桃

へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
お
り
、
Ｊ
Ａ
全
農

あ
お
も
り
に
よ
る

と
、
青
森
県
中
南
地

域
の
桃
取
扱
量
は

2
0
1
7
年
の
2
4

1
ト
ン
か
ら
23
年
は

4
4
5
ト
ン
と
1
・

8
倍
増
加
し
た
。

記
録
的
猛
暑
で
変
わ
る
日
本
農
業

▼

米
は
高
温
耐
性
品
種
の
開
発
進
む

▼

想
定
越
え
の
温
暖
化
で
栽
培
地
域
に
変
化

▼

温
暖
化
で
世
界
の
農
業
労
働
力
激
減
の
恐
れ

（４）令和 6年 1 1 月 1 5 日（金曜日）全 農 機 商 報（第三種郵便物認可）第 7 4 0 号



▽
北
海
道
で
サ
ツ
マ
イ
モ

の
栽
培
拡
大

サ
ツ
マ
イ
モ
は
メ
キ
シ

コ
を
中
心
と
し
た
熱
帯
地

域
が
原
産
地
の
た
め
寒
さ

に
弱
く
、
国
内
で
は
福
島

県
が
商
業
栽
培
の
北
限
と

さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
温
暖
化
に
よ

り
栽
培
可
能
地
域
が
北
上

し
、
北
海
道
で
も
サ
ツ
マ

イ
モ
の
商
業
栽
培
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。
近
年
で

は
輸
出
含
め
国
内
外
で
の

需
要
増
か
ら
、
将
来
性
が

あ
る
作
物
と
し
て
力
を
入

れ
始
め
て
い
る
。

函
館
・
旭
川
・
帯
広
な

ど
道
南
と
道
央
で
シ
ル
ク

ス
イ
ー
ト
や
べ
に
は
る
か

な
ど
を
栽
培
し
て
お
り
、

北
海
道
の
サ
ツ
マ
イ
モ
の

生
産
量
は
22
年
の
6
2
4

ト
ン
か
ら
24
年
は
1
8
4

0
ト
ン
と
、
わ
ず
か
2
年

で
3
倍
に
増
加
し
た
。

▽
岐
阜
で
は
ア
ボ
カ
ド
を

試
験
的
に
栽
培

岐
阜
県
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
で
は
2
0
1
9
年
か

ら
亜
熱
帯
作
物
で
あ
る
ア

ボ
カ
ド
の
試
験
栽
培
を
始

め
て
い
る
。

ア
ボ
カ
ド
は
愛
媛
県
や

和
歌
山
県
で
10
年
ほ
ど
前

か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
る

が
、
急
速
な
温
暖
化
か

ら
、
岐
阜
県
も
最
低
気
温

マ
イ
ナ
ス
4
〜
6
度
で
生

育
で
き
る
耐
寒
性
の
高
い

品
種
の
栽
培
を
始
め
た
。

岐
阜
県
は
、名
産
の「
富

有
柿
」
が
高
温
の
影
響
で

着
色
不
良
が
出
始
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ア
ボ
カ
ド

が
商
業
栽
培
で
き
れ
ば
農

家
の
リ
ス
ク
分
散
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

▽
東
京
で
は
パ
ッ
シ
ョ
ン

フ
ル
ー
ツ

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ

は
ブ
ラ
ジ
ル
を
は
じ
め
中

南
米
な
ど
亜
熱
帯
地
域
が

産
地
だ
が
、
東
京
都
八
王

子
市
の
生
産
者
グ
ル
ー
プ

が
2
0
1
3
年
か
ら
栽
培

を
続
け
て
い
る
。
総
収
穫

量
は
4
ト
ン
ほ
ど
。
た

だ
、
近
年
の
暑
さ
は
亜
熱

帯
地
域
が
産
地
の
パ
ッ
シ

ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
で
も
想
定

を
超
え
て
お
り
、
35
度
が

続
く
と
花
芽
が
落
ち
る
被

害
が
出
て
い
る
。

◇
地
球
温
暖
化
で
世
界
の

農
業
労
働
力
5
0
0
0
万

人
分
が
喪
失

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
が
刊
行
し
た

最
新
の
報
告
書
は
、「
適

応
の
限
界
」
に
も
焦
点
を

当
て
て
い
る
。
特
に
開
発

途
上
国
は
適
応
策
の
実
施

が
不
十
分
で
、
適
応
の
限

界
に
達
す
る
可
能
性
が
高

い
と
強
い
懸
念
が
示
さ
れ

て
い
る
。

適
応
は
作
物
だ
け
で
は

な
く
、
作
物
を
育
て
る
農

業
従
事
者
の
問
題
で
も
あ

る
。
国
際
労
働
機
関
（
Ｉ

Ｌ
Ｏ
）
は
、
地
球
温
暖
化

に
よ
る
熱
ス
ト
レ
ス
の
増

加
が
も
た
ら
す
生
産
性
の

低
下
が
2
0
3
0
年
ま
で

に
8
0
0
0
万
人
分
の
雇

用
喪
失
（
フ
ル
タ
イ
ム
労

働
換
算
）
に
な
る
と
予

想
。
そ
の
う
ち
、
最
も
大

き
な
影
響
を
受
け
る
の
が

「
農
業
の
働
き
手
」
で
、

約
5
0
0
0
万
人
分
の
労

働
時
間
が
減
少
す
る
と
の

試
算
を
出
し
て
い
る
。

特
に
、
日
本
は
年
平
均

気
温
の
上
昇
が
世
界
平
均

よ
り
早
く
進
行
し
て
お

り
、
日
本
近
海
の
平
均
海

面
水
温
は
世
界
平
均
の
2

倍
を
超
え
る
割
合
で
上
昇

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
温

暖
化
対
策
の
失
敗
は
致
命

傷
に
な
り
得
る
。

農
業
従
事
者
数
が
減
少

の
一
途
を
辿
る
中
、
食
料

安
全
保
障
・
食
料
自
給
率

ア
ッ
プ
に
向
け
、
気
候
変

動
へ
の
対
応
が
大
き
な
鍵

を
握
る
こ
と
と
な
る
。

◆
今
年
の
夏
も
観
測
史
上

1
位
の
暑
さ
◆

2
0
2
4
年
夏
（
6
〜

8
月
）
の
日
本
の
平
均
気

温
は
平
年
と
比
べ
て
1
・

76
度
高
く
、
2
0
2
3
年

夏
に
並
び
観
測
史
上
1
位

の
高
温
と
な
っ
た
。
顕
著

な
高
温
は
日
本
だ
け
で
は

な
く
世
界
規
模
で
起
き
て

お
り
、
7
月
22
日
に
は
世

界
の
日
平
均
気
温
が
1
9

4
0
年
の
観
測
開
始
以
降

で
最
高
と
な
っ
た
。

日
本
の
平
均
気
温
は
2

0
2
4
年
夏
全
体
（
6
〜

8
月
）
と
2
0
2
4
年
7

月
で
、
1
8
9
8
年
の
統

計
開
始
以
降
最
高
を
記

録
。
猛
暑
日
地
点
数
の
積

算
は
10
年
以
降
で
最
多
と

な
っ
た
。

6
月
中
旬
以
降
、
全
国

的
に
気
温
の
高
い
状
態
が

続
き
、
7
月
は
全
国
で
記

録
的
な
高
温
と
な
っ
た
。

7
月
29
日
に
は
栃
木
県
佐

野
市
で
今
年
全
国
最
高
の

41
・
0
度
を
観
測
し
、
こ

れ
ま
で
日
本
で
最
も
暑
か

っ
た
記
録
の
41
・
1
度
に

次
い
で
日
本
国
内
歴
代
3

番
目
の
暑
さ
を
記
録
し

た
。8

月
も
西
日
本
を
中
心

に
顕
著
な
高
温
が
続
き
、

全
国
ア
メ
ダ
ス
地
点
で
観

測
さ
れ
た
猛
暑
日
地
点
数

の
積
算
は
、
2
0
1
0
年

以
降
で
最
も
多
か
っ
た
昨

年
を
大
幅
に
上
回
っ
た
。

記
録
的
な
暑
さ
は
地
球

規
模
で
起
き
て
お
り
、
北

半
球
の
6
〜
8
月
の
世
界

気
温
は
過
去
最
高
、
南
半

球
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
冬
に
当
た
る
8
月
に
過

去
最
高
の
41
・
6
％
を
観

測
す
る
な
ど
、
2
0
2
4

年
の
世
界
平
均
気
温
は
観

測
史
上
最
高
で
、
猛
暑
の

記
録
更
新
は
昨
年
に
続
き

2
年
連
続
と
な
っ
た
。

気
候
変
動
が
農
業
生
産

者
の
生
活
を
激
変
さ
せ
て

い
る
。
予
測
で
き
な
い
天

候
の
パ
タ
ー
ン
、
栽
培
時

季
の
短
期
化
、
干
ば
つ
、

極
端
な
気
温
、
病
害
虫
と

疫
病
の
発
生
増
加
な
ど

が
、
世
界
中
の
小
規
模
な

農
業
生
産
者
に
と
っ
て
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
特
に
、
自
然
資
源
へ

の
依
存
度
が
比
較
的
高
い

熱
帯
地
域
は
影
響
が
大
き

い
。気

候
変
動
に
よ
っ
て
、

品
質
低
下
や
収
穫
量
減
少

が
見
ら
れ
る
農
作
物
は
70

品
目
以
上
に
上
る
。
特
に

コ
メ
、
ブ
ド
ウ
、
ナ
シ
、

ト
マ
ト
、
ミ
カ
ン
な
ど
が

影
響
を
受
け
て
お
り
、
高

温
、
集
中
豪
雨
、
降
水
量

の
増
加
、
干
ば
つ
な
ど
が

具
体
的
な
影
響
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、過
去
30
年
間（
1

9
8
1
―
2
0
1
0
年
）

で
、
温
暖
化
に
よ
る
主
要

穀
物
の
世
界
の
平
均
収
量

の
低
下
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
4
・
1
％
、
コ
ム
ギ

1
・
8
％
、
ダ
イ
ズ
4
・

5
％
と
推
計
さ
れ
、
生
産

被
害
額
の
推
計
は
年
間
4

2
4
億
ド
ル
（
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
2
2
3
億
ド
ル
、
コ

ム
ギ
1
3
6
億
ド
ル
、
ダ

イ
ズ
65
億
ド
ル
）
だ
っ

た
。

気候変動が世界の農
業生産に与えた影響
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第15回島根県中古
農業機械大展示会
島
根
県
中
古
農
業
機
械

大
展
示
会
が
11
月
8
日
、

昨
年
同
様
、
雲
南
市
加
茂

文
化
ホ
ー
ル
ラ
メ
ー
ル
駐

車
場
で
開
催
さ
れ
た
。
ラ

ジ
オ
で
の
広
報
効
果
も
あ

り
、
多
く
の
来
場
者
で
賑

わ
い
を
見
せ
た
。
昨
年
は

昼
過
ぎ
か
ら
雨
足
が
強
ま

り
客
足
が
途
絶
え
た
た

め
、
予
定
を
繰
り
上
げ
13

時
で
終
了
し
た
が
、
今
年

は
天
候
に
恵
ま
れ
、
終
了

間
際
ま
で
成
約
が
続
く
盛

況
ぶ
り
だ
っ
た
。

実
績
は
、
出
展
台
数
1

0
8
台
中
成
約
台
数
は
62

台（
成
約
率
57
・
4
％
）、

成
約
金
額
は
2
6
2
2
万

円
（
前
年
比
1
4
7
・
4

％
）
だ
っ
た
。

出
展
台
数
は
昨
年
（
1

0
6
台
）
と
ほ
ぼ
同
数
だ

っ
た
が
、
ト
ラ
ク
タ
の
出

展
数
が
倍
増
し
た
こ
と
な

ど
が
奏
功
し
、
成
約
台

数
・
成
約
台
数
率
・
成
約

金
額
率
い
ず
れ
も
2
日
間

開
催
だ
っ
た
一
昨
年
を
上

回
る
結
果
と
な
っ
た
。

中
古
農
機
展
示
会
の
出

展
台
数
は
コ
ロ
ナ
禍
前
か

ら
減
り
続
け
て
い
る
が
、

特
に
中
国
地
方
は
厳
し
い

状
況
に
あ
り
、
広
島
も
昨

年
か
ら
1
日
開
催
に
変
更

し
、
岡
山
は
今
年
の
開
催

を
見
送
っ
た
。

11
月
8
日（
金
）
に
開
催

島根県中古農業機械大展示会 会場の様子

11
月
21
日
開
催

福
島
商
組
第
２
回
資
材
展
示
会

今
年
は
一
般
客
も
対
象
！

福
島
県
農
業
機
械
商
業

協
同
組
合
は
、
11
月
21
日

に
事
務
所
近
く
に
あ
る
ア

ク
テ
ィ
お
ろ
し
ま
ち
で
第

2
回
資
材
展
示
会
を
開
催

す
る
。

資
材
展
示
会
は
他
の
商

組
で
も
開
催
し
て
い
る

が
、
来
場
対
象
者
は
ど
こ

も
組
合
員
の
み
。
し
か

し
、
福
島
商
組
は
今
回
、

組
合
員
の
お
客
様
は
じ
め

一
般
客
に
も
開
放
す
る
。

ま
だ
2
回
目
の
開
催
だ

が
、
早
く
も
新
た
な
試
み

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。

資
材
展
示
会
は
マ
ン
ネ

リ
気
味
な
面
が
あ
る
だ
け

に
、
一
般
客
も
巻
き
込
む

こ
と
で
ど
の
よ
う
な
展
開

に
な
る
か
注
目
さ
れ
る
。

▽
三
重
商
組
解
散

三
重
県
農
業
機
械
商
業

協
同
組
合（
代
表
理
事
松

田
英
明
）
は
9
月
30
日
に

臨
時
総
会
を
開
催
し
、
農

機
組
合
の
解
散
に
つ
い
て

諮
り
可
決
決
定
し
た
。

三
重
商
組
は
昭
和
36
年

2
月
に
設
立
さ
れ
、
設
立

と
同
時
に
全
商
連
に
加

入
、
以
来
、
農
機
組
合
の

発
展
並
び
に
三
重
県
内
の

農
業
振
興
に
寄
与
し
て
き

た
が
、
63
年
の
歴
史
に
幕

を
下
ろ
し
た
。

■
展
示
会
予
定

▽
11
月
21
日
（
木
）

福
島
商
組
資
材
展
示
会

（
福
島
市
・
ア
ク
テ
ィ
お

ろ
し
ま
ち
）

▽
12
月
4
日
（
水
）

栃
木
商
組
資
材
展
示
会

（
宇
都
宮
市
・
マ
ロ
ニ
エ

プ
ラ
ザ
）
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